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ここがききたい！ 一般質問

　

県
の
「
体
罰
に
係
る
実

態
調
査
」
に
よ
る
と
、
24
年

度
に
市
内
小
中
学
校
で
、
16

件
の
体
罰
が
報
告
さ
れ
た
。

　

体
罰
は
い
か
な
る
場
合
で

も
、
許
さ
れ
な
い
行
動
で
あ

り
、
市
教
育
委
員
会
と
し
て
、

仮
称
「
体
罰
ゼ
ロ
宣
言
」
を

し
、
い
か
な
る
体
罰
も
許
す

こ
と
な
く
、
問
題
の
あ
る
教

師
を
排
除
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
体
罰
を
し
た
教
師

の
処
分
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　

25
年
度
に
人
権
擁
護

委
員
や
臨
床
心
理
士
、
校
長

な
ど
で
構
成
す
る
、
体
罰
等

防
止
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

体
罰
に
係
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
体
罰

防
止
研
修
資
料
を
作
成
し
、

各
学
校
で
こ
れ
を
活
用
し
て

研
修
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、

教
育
セ
ン
タ
ー
で
の
既
存
の

研
修
に
、
体
罰
防
止
に
重
点

を
置
い
た
講
座
を
新
設
す
る

な
ど
、
体
罰
根
絶
に
向
け
て

さ
ら
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

ま
た
、
体
罰
を
起
こ
し
た

教
職
員
に
は
、
県
教
育
委
員

会
と
合
同
調
査
を
行
っ
た
上

で
、
県
の
懲
戒
基
準
に
基
づ

き
厳
正
な
処
分
を
行
っ
て
お

り
、
二
度
と
体
罰
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
、
自
分
自
身
の
指

導
の
問
題
点
を
深
く
反
省
さ

せ
、
市
教
育
委
員
会
か
ら
も

職
員
を
派
遣
し
、
継
続
的
に

指
導
を
行
い
な
が
ら
、
人
権

意
識
の
高

揚
や
指
導

力
の
向
上

に
努
め
る
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
Ｌ
Ｒ
Ｔ 

②
個
別
事
業
ご
と
の
予

算
書
・
決
算
書
の
必
要
性
と
具
体

例 

③
定
年
退
職
職
員
の
組
織
的
あ

っ
せ
ん 

④
保
健
福
祉
部
門
の
県
人

事
交
流
職
員 

⑤
情
報
提
供
と
啓
発

事
業
の
取
り
組
み 

⑥
特
別
栽
培
米 

⑦
自
転
車
の
ル
ー
ル
の
周
知 

⑧
こ

れ
か
ら
の
競
輪
場
の
あ
り
方

荒木 英知
（統　一）

体
罰
根
絶
に
向
け
て

取
り
組
む
べ
き

　

国
民
健
康
保
険
は
、
国

民
皆
保
険
制
度
を
支
え
る
役

割
を
担
っ
て
い
る
。
他
の
公

的
医
療
保
険
の
対
象
と
な
ら

な
い
人
は
、
す
べ
て
国
保
に

加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
負
担
能
力
が
高
く
な
い

人
が
多
く
加
入
し
て
い
る
。

　

来
年
４
月
か
ら
は
、
消
費

税
が
５
％
か
ら
８
％
に
上
が

り
、
負
担
増
と
な
る
。
多
く

の
国
民
が
景
気
の
回
復
を
実

感
で
き
な
い
上
に
、
消
費
者

物
価
の
上
昇
、
消
費
税
増
税

と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
国

保
税
の
増
税
は
、
負
担
の
大

き
さ
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
る

被
保
険
者
世
帯
の
急
増
が
容

易
に
予
測
で
き
る
。

　

２
つ
の
増
税
に
よ
る
負
担

増
で
滞
納
が
増
え
、
医
者
に

か
か
れ
な
い
世
帯
が
増
え
る

な
ど
、
国
民
皆
保
険
の
崩
壊

が
進
み
、
さ
ら
に
地
域
経
済

へ
の
悪
影
響
も
懸
念
さ
れ
る

が
、
見
解
は
。

　

国
民
健
康
保
険
税
の
税

率
改
定
に
つ
い
て
は
、
国
民

健
康
保
険
運
営
協
議
会
に
お

い
て
、
被
保
険
者
の
負
担
額

や
保
険
料
水
準
を
十
分
に
考

慮
の
上
、
慎
重
に
協
議
い
た

だ
い
た
結
果
、
税
率
引
き
上

げ
と
の
答
申
を
い
た
だ
い
た
。

　

市
の
税
率
改
定
後
の
保
険

税
額
に
つ
い
て
は
、
中
核
市

平
均
や
県
内
市
町
の
平
均
を

下
回
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
を
め
ぐ
る
問
題　

②
社
会
保
障
と
国
民
健
康
保
険
を
め

ぐ
る
問
題 

③
生
活
保
護
費
引
き
下

げ
の
影
響 

④
寡
婦
控
除
の
み
な
し

適
用 

⑤
保
育
を
め
ぐ
る
問
題

⑥
学
校
へ
の
防
犯
（
監
視
）
カ
メ
ラ

の
設
置

福田 久美子
（共産党）

消
費
税
の
増
税
と

国
民
健
康
保
険
税
の

値
上
げ
に
よ
る
市
民

へ
の
影
響
は

　

市
内
の
あ
る
町
で
市
の

許
可
も
な
く
、
樹
木
の
伐
採

や
造
成
、
何
棟
か
の
建
物
を

建
て
た
と
い
う
企
業
が
あ
る
。

　

①
市
で
も
何
度
か
指
導
に

入
っ
て
い
て
、
何
ら
進
展
が

な
い
よ
う
だ
が
、
ど
こ
ま
で

状
況
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

　

②
違
法
な
建
物
は
撤
去
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
よ
う

だ
が
、
な
ぜ
放
置
し
た
ま
ま

な
の
か
。

　

①
９
年
撮
影
の
航
空
写

真
で
は
、
樹
木
が
確
認
で
き
、

11
年
に
建
物
の
新
築
が
登
記

簿
で
確
認
で
き
る
こ
と
か

ら
、
９
年
か
ら
11
年
の
間
に

樹
木
が
伐
採
さ
れ
た
と
推
測

し
て
い
る
。
ま
た
、
造
成
の

時
期
も
、
樹
木
の
伐
採
と
同

様
の
期
間
に
造
成
が
行
わ
れ

た
と
推
測
し
て
い
る
。

　

24
年
に
開
発
行
為
違
反
が

発
覚
し
、
土
地
利
用
の
経
緯

な
ど
を
調
査
し
た
結
果
、
11

年
頃
、
関
係
法
令
の
許
可
な

ど
を
受
け
ず
に
事
務
所
や
倉

庫
な
ど
を
建
築
し
た
こ
と
を

確
認
し
た
。
そ
の
た
め
、
24

年
に
違
法
状
態
を
是
正
す
る

た
め
指
導
な
ど
を
行
っ
た
結

果
、
事
業
者
が
適
法
な
手
続

き
に
よ
り
開
発
許
可
を
受

け
、
事
務
所
併
用
住
宅
を
新

築
し
、
事
務
所
機
能
を
移
転

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

②
事
務
所
機
能
の
移
転
後

も
違
反
建
築
物
の
撤
去
を
求

め
、
数
回
の
訪
問
や
電
話
、

文
書
で
の
行
政
指
導
を
実
施

し
て
き
た
が
、
撤
去
の
意
思

は
示
す
も
の
の
、
状
況
は
是

正
さ
れ
ず
に
現
在
に
至
っ
て

い
る
。
今
後
、
一
定
の
時
期

を
示
し
た
是
正
計
画
に
つ
い

て
具
体
的
に
協
議
を
し
な
が

ら
、
撤
去
に
向
け
た
さ
ら
な

る
行
政
指
導
を
行
っ
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
Ｌ
Ｒ
Ｔ(

路
面
電
車) 

②
貧
困
の
連

鎖
と
就
学
援
助 

③
ご
み
運
搬
業
務

委
託
の
不
明
朗
な
入
札
制
度 

④
中

心
市
街
地
の
空
き
家
対
策

西 　房美
（改　革）

違
反
建
築
物
に
つ
い

て
厳
し
く
指
導
せ
よ

問

問

問

答

答

答
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